























































































































































































































































































































し r ' 1
ともあれ、
このような中世末期から近世にかけての具体的な森林管理の様子が解明されることは、
環境史研究にとっ
て極めて有益である。前述のニュルンベルクの森林行政については研究の蓄積があるらしいが、
アウクスブルクについ
てはこれからの研究に待つ部分が少なくないようである
。今回紹介された史料を活用した実証研究のさらなる進展と
「新たなモデル」
の構築を期待して、まずは箪を置くこと
にする。
